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令和６年１月 

消 防 局 

 

令和５年中の災害発生状況（速報）について 

 

１ 火災件数は２２０件となり、前年に比べて２７件増加した。火災のうち、飲食店火災

が２４件となり、前年に比べて１３件増加し、過去最多となった。また、住宅火災は、

１０１件となり、前年に比べて１１件増加した。 

２ 火災による死者は１２人となり、前年に比べて８人増加した。放火自殺者１人を除い

た死者１１人のうち、６５歳以上の高齢者又は身体が不自由な方は１０人であった。 

３ 救急出動件数は１０３，０５９件となり、前年に比べて４，６１０件増加し、２年連

続で過去最多となった。「急病」及び「一般負傷」での救急出動が全体の約８６％を占

めた。 

４ 救助活動件数は１，３１７件となり、前年に比べて１５４件増加し、２年連続で過去

最多となった。 

 

１ 火災の概況 

⑴ 火災件数 

  ア 火災件数は２２０件で、６年連続で減少していた火災件数は増加に転じた。 

  イ 過去１０年間の平均件数２２３件よりも３件少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 増 減 増 減 率 

火 災 件 数 ２２０件 １９３件 ＋２７件 ＋１４.０％ 

総務消防委員会資料 

（件） 
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 ⑵ 焼損面積及び損害額 

ア 建物の焼損面積は２，３４０㎡で、過去最少であった。 

イ 損害額は２２４，２９５千円であった。 

 

 

 ⑶ 火災による死者 

  ア 火災による死者は１２人であった。 

  イ 放火自殺者を除く死者１１人のうち、６５歳以上の高齢者又は身体が不自由な方

は１０人であった。 

  ウ 死者の発生経過は、避難行動を起こしているが逃げ切れなかった方が５人、着衣

着火、火災の発見が遅れ逃げられなかった方が各２人などであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ 令和元年については、京都アニメーション火災で３４人の死者が発生した。 

 令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 増 減 増 減 率 

焼損面積 ２，３４０㎡ ３，０４６㎡ －７０６㎡ －２３.２％ 

損 害 額 ２２４，２９５千円 ２９７，４９８千円 －７３，２０３千円 －２４.６％ 

 令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 増 減 増 減 率 

死 者 数 １２人 ４人 ＋８人 ＋２００.０％ 

 
放火自殺者を除く死者数 １１人 ４人 ＋７人 ＋１７５.０％ 

 高 齢 者 等 １０人 ４人 ＋６人 ＋１５０.０％ 
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 ⑷ 主な出火原因 

ア 出火原因で最も多いのは、２年連続「たばこ」で３３件となり、次いで「こん

ろ」が２６件、「たき火（火の粉含む）」が２０件であった。 

イ 令和４年に発生件数が多かった「電気機器」は１４件で大きく減少した。 

 

主な出火原因別火災件数                       （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 た ば こ こ ん ろ 
た き 火 

（火の粉含む） 

放 火 

（疑い含む） 

電 気 

機 器 

天 ぷ ら 

な べ 

暖 房 

器 具 

ガ ス ・ 

油類引火 

令 和 ５ 年 ３３ ２６ ２０ １８ １４ １３ １０ １０ 

令 和 ４ 年 ２７ １２ １１ １６ ２１ ６ ７ ２ 

増 減 ＋６ ＋１４ ＋９ ＋２ －７ ＋７ ＋３ ＋８ 



4 
 

⑸ 火災種別ごとの発生状況 

  「建物火災」、「車両火災」及び「その他火災」が前年と比べて増加した。 

※ 「その他火災」とは、建物火災、林野火災、車両火災、船舶火災及び航空機火災

以外の火災（空地、田畑、道路、河川敷、ごみ集積場、屋外物品集積所、軌道敷、

電柱類等の火災） 

 

⑹ 業態別の火災発生状況 

 ア 一般住宅、共同住宅、併用住宅を合わせた住宅火災は１０１件発生し、全建物火

災の約６４％を占めた。特に一般住宅での火災が増加した。 

  イ 住宅火災のうち６５歳以上の高齢者や身体不自由者が居住する住宅からの火災は、

５８件であった。 

  ウ 飲食店における火災は、２４件で過去最多となった。 

エ 住宅火災における主な出火原因で最も多いのが、「こんろ」で２１件、次いで、 

「たばこ」が１７件、「暖房器具」が１０件であった。 

 

業 態 令和５年（件） 令和４年（件）増 減 （ 件 ） 増 減 率 

住 

 

 

 

 

宅 

一 般 住 宅 ５７ ４５ ＋１２ ＋２６.７％ 

共 同 住 宅 ４２ ４１ ＋１ ＋２.４％ 

併 用 住 宅 ２ ４ －２ －５０.０％ 

小 計 

（ 高 齢 者 等 宅 ） 

１０１ 

（５８）

９０ 

（３８）

＋１１ 

（＋２０）

＋１２.２％ 

（＋５２.６％）

飲 食 店 ２４ １１ ＋１３ ＋１１８.２％ 

工 場 ・ 作 業 場 １９ １２ ＋７ ＋５８.３％ 

倉 庫 ３ ９ －６ －６６.７％ 

学 校 ３ ４ －１ －２５.０％ 

そ の 他 ８ ２１ －１３ －６１.９％ 

合 計 １５８ １４７ ＋１１ ＋７.５％ 

火 災 種 別 令和５年（件） 令和４年（件） 増 減 （ 件 ） 増 減 率 

建 物 火 災 １５８ １４７ ＋１１ ＋７.５％ 

林 野 火 災 ２ ２ ±０ ０％ 

車 両 火 災 １６ １５ ＋１ ＋６.７％ 

船 舶 火 災 ０ ０ ±０ ― 

航 空 機 火 災 ０ ０ ±０ ― 

そ の 他 火 災 ※ ４４ ２９ ＋１５ ＋５１.７％ 

合 計 ２２０ １９３ ＋２７ ＋１４.０％ 
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 住宅火災における主な出火原因                    （単位：件) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ ん ろ た ば こ 
暖 房 

器 具 

電 気 

機 器 
ローソク コ ー ド 

ガ ス ・ 

油類引火 
天 ぷ ら 

な べ 

令和５年 ２１ １７ １０ ６ ６ ６ ４ ４ 

令和４年 ８ １５ ５ ９ ３ １６ １ ３ 

増 減 数 ＋１３ ＋２ ＋５ －３ ＋３ －１０ ＋３ ＋１ 

（件） 
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⑺ 月別の火災発生状況 

  ア 前年と比べて９月及び１０月が大きく増加した。 

  イ 発生件数では、１月、９月及び１２月が２０件以上となった。 

 

月 別 令 和 ５ 年 （ 件 ） 令 和 ４ 年 （ 件 ） 増  減 （ 件 ） 

１月 ２１ １８ ＋３ 

２月 １７ １７ ±０ 

３月 １７ ２５ －８ 

４月 １７ １８ －１ 

５月 １２ １７ －５ 

６月 １９ １１ ＋８ 

７月 １４ １３ ＋１ 

８月 １６ １０ ＋６ 

９月 ２８ １４ ＋１４ 

１０月 １９ ９ ＋１０ 

１１月 １４ １７ －３ 

１２月 ２６ ２４ ＋２ 

合 計 ２２０ １９３ ＋２７ 

 

⑻ 行政区別の火災発生状況 

７行政区（北区、上京区、左京区、山科区、下京区、南区、右京区）で前年に比べ 

て増加しており、伏見区、右京区、北区の順に多く発生した。 

 

行 政 区 令 和 ５ 年 （ 件 ） 令 和 ４ 年 （ 件 ） 増  減 （ 件 ） 

北 区 ２４ １２ ＋１２ 

上 京 区 １０ ８ ＋２ 

左 京 区 ２３ １７ ＋６ 

中 京 区 １８ ２３ －５ 

東 山 区 ９ １０ －１ 

山 科 区 １８ １４ ＋４ 

下 京 区 １５ １４ ＋１ 

南 区 １５ １４ ＋１ 

右 京 区 ３０ ２２ ＋８ 

西 京 区 ２０ ２１ －１ 

伏 見 区 ３８ ３８ ±０ 

合 計 ２２０ １９３ ＋２７ 
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２ 救急の概況 

⑴ 救急出動件数及び搬送人員 

ア 救急出動件数は１０３，０５９件で、２年連続で過去最多となった。 

イ １日平均２８２件出動し、５分６秒に１回出動したことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 増 減 増 減 率 

救 急 出 動 件 数 １０３，０５９件 ９８，４４９件 ＋４，６１０件 ＋４．７％ 

救 急 搬 送 人 員 ８６，１４２人 ８１，４６４人 ＋４，６７８人 ＋５．７％ 

（件） 
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⑵ 事故種別ごとの救急出動件数 

事故種別では、「急病」と「一般負傷」で全体の約８６％を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 故 種 別 令 和 ５ 年 （ 件 ） 令 和 ４ 年 （ 件 ） 増 減 （ 件 ） 増 減 率 

急 病 ７１，６４８ ６８，９３７ ＋２，７１１ ＋３．９％ 

一般負傷※１ １７，０００ １５，６９９ ＋１，３０１ ＋８．３％ 

交 通 事 故 ６，３２０ ６，２１７ ＋１０３ ＋１．７％ 

転 院 搬 送 ４，５５４ ４，３１４ ＋２４０ ＋５．６％ 

自 損 行 為 ８０４ ７１４ ＋９０ ＋１２．６％ 

労働災害事故 ５９７ ５３８ ＋５９ ＋１１．０％ 

運動競技事故 ４５０ ３５２ ＋９８ ＋２７．８％ 

加 害 ３７７ ３６９ ＋８ ＋２．２％ 

火 災 ３７３ ３３５ ＋３８ ＋１１．３％ 

水 難 事 故 １７ ２０ －３ －１５．０％ 

自然災害事故 ２ １ ＋１ ＋１００．０％ 

そ の 他 ※ ２ ９１７ ９５３ －３６ －３．８％ 

合 計 １０３，０５９ ９８，４４９ ＋４，６１０ ＋４．７％ 

※１ 「一般負傷」とは、「他に分類されない不慮の事故」をいい、転倒、転落等が該当。 

※２ 「その他」は誤報、傷病者がいなかった等、他に分類されない事案 
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⑶ 月別の救急出動件数 

ア 月別では、８月、７月、１２月の順に多く発生した。 

イ １月及び９月が前年に比べて大きく増加した。 

 

月 別 令 和 ５ 年 （ 件 ） 令 和 ４ 年 （ 件 ） 増  減 （ 件 ） 増 減 率 

１月 ９，３２０ ８，２２４ ＋１，０９６ ＋１３．３％ 

２月 ７，１７０ ７，６２７ －４５７ －６．０％ 

３月 ７，８５３ ７，２７７ ＋５７６ ＋７．９％ 

４月 ７，８１４ ７，２５３ ＋５６１ ＋７．７％ 

５月 ８，１１５ ７，６３０ ＋４８５ ＋６．４％ 

６月 ８，０９３ ７，５３６ ＋５５７ ＋７．４％ 

７月 ９，９９３ １０，０６０ －６７ －０．７％ 

８月 １０，０１４ ９，８７７ ＋１３７ ＋１．４％ 

９月 ８，５３１ ７，５３６ ＋９９５ ＋１３．２％ 

１０月 ８，４５４ ７，７２０ ＋７３４ ＋９．５％ 

１１月 ８，３４４ ８，１７１ ＋１７３ ＋２．１％ 

１２月 ９，３５８ ９，５３８ －１８０ －１．９％ 

合 計 １０３，０５９ ９８，４４９ ＋４，６１０ ＋４．７％ 

 

⑷ 行政区別の救急出動件数 

ア 東山区以外の行政区で前年と比べて増加した。 

イ 伏見区、右京区、左京区の順に多く発生した。 

 

 

行 政 区 令 和 ５ 年 （ 件 ） 令 和 ４ 年 （ 件 ） 増  減 （ 件 ） 

北 区 ６，８６６ ６，６１８ ＋２４８ 

上 京 区 ５，４６４ ５，４５８ ＋６ 

左 京 区 １０，２４８ ９，４９１ ＋７５７ 

中 京 区 ９，３５４ ８，２７６ ＋１，０７８ 

東 山 区 ３，８４６ ３，８７８ －３２ 

山 科 区 ９，５９４ ９，２８８ ＋３０６ 

下 京 区 ８，４６３ ７，５１６ ＋９４７ 

南 区 ７，７９０ ７，６９７ ＋９３ 

右 京 区 １３，１２０ １２，８７５ ＋２４５ 

西 京 区 ８，３１２ ７，７３８ ＋５７４ 

伏 見 区 １９，９４３ １９，５４８ ＋３９５ 

その他（市外） ５９ ６６ －７ 

合 計 １０３，０５９ ９８，４４９ ＋４，６１０ 
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⑸ 年代別の救急搬送人員 

６５歳以上の「高齢者」は５３，２０７人で救急搬送人員全体の約６１．８％を占め 

た。 

 

区 分 令 和 ５ 年 （ 人 ） 令 和 ４ 年 （ 人 ） 増 減 （ 人 ） 増 減 率 

１ ８ 歳 未 満 
６，２７２ 

（７．３％） 

５，６５４ 

（６．９％） 
＋６１８ ＋１０．９％ 

１ ８ 歳 以 上 

６ ５ 歳 未 満 

２６，６６３ 

（３１．０％） 

２４，９６９ 

（３０．７％） 
＋１，６９４ ＋６．８％ 

６ ５ 歳 以 上 
５３，２０７ 

（６１．８％） 

５０，８４１ 

（６２．４％） 
＋２，３６６ ＋４．７％ 

合 計 ８６，１４２ ８１，４６４ ＋４，６７８ ＋５．７％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 
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⑹ 傷病程度別の救急搬送人員（医療機関初診時） 

 軽症が５６，９２０人で全体の約６６．１％を占めた。 

区 分 令和５年（人） 令 和 ４ 年 （ 人 ） 増 減 （ 人 ） 増 減 率 

軽 症 
５６，９２０ 

（６６．１％） 
５２，６１４ 

（６４．６％） 
＋４，３０６ ＋８．２％ 

中 等 症 
２６，８７５ 

（３１．２％） 
２６，３２０ 

（３２．３％） 
＋５５５ ＋２．１％ 

重 症 以 上 
２，３４７ 

（２．７％） 
２，５２９ 

（３．１％） 
－１８２ －７．２％ 

そ の 他 ０ １ －１ －１００．０％ 

合 計 ８６，１４２ ８１，４６４ ＋４，６７８ ＋５．７％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
軽  症：傷病程度が入院加療を必要としないものをいう。 

中 等 症：傷病程度が入院加療を必要とするもので重症に至らないものをいう。 

重症以上：傷病程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの及び初診時において死亡が確認さ

れたもの。 

そ の 他：医師の診断がないもの及びその他の場所に搬送したものをいう。 

 

⑺ 特設救急隊の編成状況 

   大雪に伴う救急多発や夏期における熱中症等の救急需要の増加に対応するため、特設救 

急隊を編成した。 

期 間 編 成 理 由 編 成 部 隊 数 

１／１～ 

２／１１ 

新型コロナ流行期における 

救急需要の増加 
最大５隊 

１／２４～ 

１／２５ 
大雪に伴う救急多発 ９隊 

１／２６ 大雪に伴う救急多発 

１３隊 

(うち５隊は新型コロナ

流行期の対応で編成) 

７／１５～ 

７／１７ 

祇園祭における 

救急需要の増加 
４隊 

７／１８～ 

９／１０ 

夏季における熱中症等の 

救急需要の増加 
１隊 

 

【写真】令和５年１月２４日の大雪

により立ち往生した列車からの救護

活動の様子 

（人） 
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３ 救助活動の概況 

⑴ 救助活動件数 

救助活動件数は、１，３１７件で、２年連続で過去最多となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑵ 事故種別ごとの救助活動件数 

ア 建物事故は９３５件で、全救助活動件数の約７１％を占めた。 

イ 建物事故及び山岳救助事故は、過去最多となった。 

 ※１ 建物事故とは、救助用資器材を使用して、建物内から傷病者等を救出した事案 

  ※２ その他事故とは、低所への転落事案や酸素欠乏による事案等、他に分類されない事案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 増 減 増 減 率 
救 助 活 動 件 数 １，３１７件 １，１６３件 ＋１５４件 １３．２％ 

事 故 種 別 令和５年（件） 令和４年（件） 増 減 （ 件 ） 増減率 

火 災 １４ ５ ＋９ １８０．０％ 

交 通 ６４ ４９ ＋１５ ３０．６％ 

水 難 １６ ２１ －５ －２３．８％ 

自 然 災 害 １ ０ ＋１ ― 

機 械 ４ ５ －１ －２０．０％ 

建 物 ※ １ ９３５ ８４５ ＋９０ １０．７％ 

ガ ス 酸 欠 １７ １５ ＋２ １３．３％ 

山 岳 １１１ ９１ ＋２０ ２２．０％ 

そ の 他 ※ ２ １５５ １３２ ＋２３ １７．４％ 

合 計 １，３１７ １，１６３ ＋１５４ １３．２％ 

（件） 



13 
 

⑶ 月別の救助活動件数 

 月別では、８月、７月、４月の順に多く発生した。 

 

月 別 令和５年（件） 令和４年（件） 増 減 （ 件 ） 増減率 

１月 １１４ １１１ ＋３ ２．７％ 

２月 ９８ ８８ ＋１０ １１．４％ 

３月 ９９ ９２ ＋７ ７．６％ 

４月 １１８ ７９ ＋３９ ４９．４％ 

５月 ７９ ９１ －１２ －１３．２％ 

６月 ９９ ７７ ＋２２ ２８．６％ 

７月 １２７ ９８ ＋２９ ２９．６％ 

８月 １４８ １０９ ＋３９ ３５．８％ 

９月 ９９ １０３ －４ －３．９％ 

１０月 １０５ ９６ ＋９ ９．４％ 

１１月 １１４ １０２ ＋１２ １１．８％ 

１２月 １１７ １１７ ±０ ０％ 

合 計 １，３１７ １，１６３ ＋１５４ １３．２％ 

 

 

 

 

 


